Spectroscopic measurements and the application of a collisional-radiative model to impurity profile analysis in GAMMA 10 by 小林 貴之
Spectroscopic measurements and the application
of a collisional-radiative model to impurity
profile analysis in GAMMA 10
著者 小林 貴之
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of














学 位 の 種 類 博　　士（理　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4229　号
学位授与年月日 平成 9 年 3 月 23 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第  項該当
審 査 研 究 科 数理物質科学研究科
学 位 論 文 題 目 Spectroscopic Measurements and the Application of a Collisional-
Radiative Model to Impurity Profile Analysis in GAMMA10
（ガンマ 0 における分光計測と衝突・輻射モデルの不純物分布解析への適用）
主　査 筑波大学教授 　理学博士   長　　　照　二
副　査 筑波大学教授 　理学博士   矢　花　一　浩
副　査 筑波大学教授 　工学博士   今　井　　　剛













3． 密度の異なる 2 種類の放電条件において，不純物の進入長を評価し，密度が 4 × 0cm-3 程度のプラズ
マでは，炭素原子は 8cm 程度で減衰し，2×02cm-3 程度のプラズマでは 4cm 程度で減衰することを実
験的に示した。
4． 酸素イオンスペクトルの空間分布を計測により評価した。この結果は明らかに価数による放射領域の違
いを表していることを示した。酸素イオンの密度分布を新規構築した衝突・輻射モデルにより評価した。
この結果，酸素イオン密度は炭素について粒子バランスから評価した高電離イオンの分布と類似した分
布を示し，本研究における不純物輸送・電離過程モデルの妥当性を示した。
5． 不純物密度分布の定量評価を応用し，電位による閉じ込め改善物理過程の研究に不可欠な，電場分布計
測手法を新規に開発し，既存計測との比較によりその有効性を実証した。本研究で構築した酸素の衝突・
輻射モデルを適用し，またイメージ検出システムを新規構築することで，分解能を向上し，弱い電場の
放電において電場分布の導出に成功した。
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　以上の様に，本研究は衝突・輻射モデルをガンマ 0 不純物診断に適用し，不純物分布及び電離・輸送過
程を定量的に評価し，これを応用して電場分布検出手法を新規構築した非常に重要な研究であり，博士論文
として十分価値があるものである。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，紫外・可視分光診断とこれまでの衝突・輻射モデル計算とそれをもとに新規に構築したモデル
計算に基づき，ガンマ 0 における不純物密度分布を評価し，不純物の輸送・電離過程の定量的な議論をは
じめて行ったものである。そして，これらの研究をもとに，電位による閉じ込め改善の物理研究に不可欠な
電場分布計測手法を開発し，本計測法の有効性を実証した。本研究は，タンデムミラー型核融合装置のみな
らず，すべての核融合研究における不純物の定量的評価，及び電場計測に関して非常に重要な研究である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
